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学 長 告 辞

昭和61年度富山大学（学部， 専攻科， 大学院研究科）入学式学長告辞

ただ いま 入学 を許可 されました 1, 468名に のぼ る 諸

君は ， 本学の 各 学部， 大学院及 び専 攻科へ め でたく 入

学 された 方 々 であり ， 本学の教職員一同 ， 心 か ら祝 福

を 申し あげ る と 共に歓迎 の意 を表しま す 。

本年度は全 国同 時選抜によ る 最後 の 入試 であ る と 共

に 18才 人口増によ る 臨時増募 の初 年度に あたりま す 。

また ， 本学 としましては ， 大学 院 人文 科学研究科 修士

課程 の 設置や 経済学部の拡充 改組によ る 夜 間主 コース

が設置 され るなど特筆 すべきも の が ありました 。 難関

を突破して ， め でたく 入学 された 諸君は ， 選 ばれた 者

の幸 せ と誇り を 自 覚 す る と 共に ， 諸君に 席 をゆずった

多く の受験生 の いた 事 を忘れずに ， これ か ら充実した

大学生活 を送って欲し い と思 いま す 。

きて ， 本学の長年の懸案 で ありました 工学部の移転

統合 が昨 年 9 月 末に完了し ， 全学部が同 ー キ ャ ン パ ス

に 集合し 名実 ともに総合 大学 として 教育 ・ 研究の機能

を整え ， 今後一層 の発展が期待 されて おりま す 。 ご 承

知 のように 富 山 県は北陸 地 方随 ー の工業県 で あり ， 素

材産業か らハイ テ ク 産業にいた る多 数 の近 代工業が立

地して おり ， また ， 地場産業 の振興にもカ を いれて い
ま す 。 これ ら の産業や 技術 集積 の基盤 を活用して ， 富

山 県は テ クノ ポ リ ス建 設の構想 を か、げて おり ， そ の

実 現に向けて 中 心的 役割 を果た すよう 本 学に 大きな 期

待 を寄 せて いま す 。 これに応え るた め 本 来 の使 命 で あ

る 優 秀な 人材育 成に 加えて ， 産学官 協同 研究などに積

極的に 参加した い と考えて おりま す 。 また ， 富 山 県は

対岸 諸 国 で あ る 中 国， ソ連， 韓 国や南米 諸 国 と の友好

経済交流に積極的 で あり ， 本学も 学術 ・文 化の研究教

育 の見 地か ら ， これ ら の諸 国 を含〈 め広〈 海外 と の 国
際交流 を 発展 さ せよう と努力して おりま す 。 こ のよう

に 本学は ， 2 1世紀へ の展望に 立って 地域社会の産業や

文化の進 展に寄与 す る と 共に ， 国 際的に聞 かれた 大学

として の特色 を 発揮した い と考えて おりま す 。 諸君 の

理解 と 協力 を切望 す る 次第 です 。
諸君は これま で， 中 学， 高 校 と 受験勉強に追われ ，

入試突破に必 要な 技能の修得に 全力 を 注 い できた こ と

と思 いま す が， そ の頭脳 の働き を ， これ か らは 自 ら問
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題 を 設定す る 方向に切換え ， 獲得した 知識 を活用 す る

方法 を重視し 結果に こだわ るよりも ， そ こに到達 す

る プロ セ ス と の関連 を 大事に す るような 学習 の ホやり

方砂 を身にっけなけれ ばなりま せ ん 。

明 治以 来， 我 国は一貫して 科学技術 の遅れ を克服 す

るた めに ， 欧米先進 諸 国に追 いつき追 い こ せ の合 い言

葉 のも とに 教育体制 を含む すべて の社会制 度 を こ の目

的遂行 のた めに整 備してきた と言っても過言 では あり

ま せ ん 。 そ の結果 ， 欧米先進 諸 国にほ と んど肩 を並べ

るに至った今日 ， 新に迎えよう と す る局面は ， これま

での延 長線上 では 対応 できな い問題 が多い と思 いま す 。

生産技術に 関しては ， 海外 か ら追われ る立 場に変った

現在 ， 産 業 の競争力 を維持 す るた めには 自主的 技術 開

発に待たなけれはなりま せ ん 。 問題はど のようにして

基礎 科学の振興 をは かり ， 問題 解決 能力 ， 即ち創造性

を身につけ る か でありま す 。 人聞は誰 でも無 限 の能力

を持って い るも の です。 一 人ずつ ， 皆違った個性 を持

ち ， 異った特色 を持って おりま す 。 好き嫌 い ， 得 手不

得 手， 得意不得意は ありま す が一 人ずつ の能力は引き

出せは、無 限に 大き い と思 いま す。 そ の持て る 能力 を如

何にして引き 出し ， や る気 を起 さ せ る か が大学に 課せ

られた 大きな使 命だ と思いま す 。 それは基 本的には ，

一 人一 人 の 人聞 が持って い る可 能性 を 大切に扱 い， 学

問 ， 文 化 を深〈考え ， そ の研究 と創造 を 志す若 い諸君

に励まし を与え る こ と であ る と思 いま す。

また ， 大学生活は 学業もき る こ とな が ら ， 若 い諸君

が 人生 を見つ め る 大切な 時期 であり活 発な 課外活動 を

通じて友 人 と 心 を聞く 場 で ありま す 。 諸君 の 中には 受

験勉強に とりつ かれて ， 中 学， 高 校時代に果して おく

べき精神発達 段階 の 課題 を残して い る 人も少なくな い

と思 いま す 。 課 外活動 の ス ポーツ クラブや文 化サー ク

ルに積極的に 参加して ， 休 を鍛え ， 心 を聞き先輩 や同

輩 と の交流 を通 じて 自分の人 間形 成に努 め ， 充実した 大
学生活 を送 る こ と を期待して いま す 。

誠に簡単 ですが， これをもって私 の お祝 い の言葉 と

いたしま す 。
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関 ｛系

法 律

o 国立 学校設置 法の一 部 を 改正す る 法律

( 26) 4 . 22 

0思給 法等の一 部 を 改正す る 法律 （ 30) 4 ・ 25

0児童扶 養手当 法及 び特別児童扶 養 手当 等

支給に 関す る 法律 の一 部 を 改正す る 法律

( 40) 4 . 30 

政 令
o国立 学校設置 法施 行令 の 一 部 を改 正す る

政令 （ 70) 3 ・ 3 1

o国立 学校設置 法附 則 第 3項 の定 員に 付加

すべき定員 を定 め る 政令 （ 93) 4 . 1 

0 行政機関職員定員 令及 び沖縄 の復帰に伴

う行 政機関 の職 員 の定員に 関す る 法律 の

適用 の特別措置に 関す る 政令 の一 部 を 改

正す る 政令 （ 97) 4 . 5 

0 文 部 省組 織 令 の一 部 を 改正す る 政令

( 101) 4 ・ 5

0 国立 学校設置 法施 行令 の一 部 を 改正す る

政令 （ 105) 4 ・ 5

0 国民 年金法施行令及 び国 民年金 法等 のー

部 を 改正す る 法律 の施行に伴う 経過措置

に 関す る 政令 の一 部 を 改正す る 政令

( 120) 4 . 18  

0勤労 者財 産形 成促進 法施行 令 の一 部 を 改

正す る 政令 （ 1 2 1) 4 . 1 8  

0国 立学校設置 法施行令の一 部 を 改正す る

政令( 1 23) 4 . 22 

0住宅金融 公庫 法施行令等の一 部 を 改正す

る 政令 ( 1 26) 4 ・ 22

0児童扶 養手当 法施行令 の一 部 を 改正す る

政令 （ 133) 4 ・ 30

o 健康 保険法施行令等 の 一 部 を 改正す る 政

令 （ 1 35) 4 . 30 

省 令
o国立 学校設置 法施 行規 則 の一部 を 改正す

法
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る省 令 （ 文部12)
o 国立 大学 の学科及 び課程並 びに講座及 び

学科目に 関す る省 令の一 部 を 改正す る省

令 （ 文部 1 3)

o 国民 年金 法施行規 則 の一 部 を 改正す る省

令 （厚生24)

0 文部省定員規 則 の一 部 を 改正す る省 令

（ 文部1 5)

0 国立 の学校に おけ る 授業料そ の他 の 費用

に 関す る省 令 の一部 を 改正す る省 令 （ 文

部 1 6)

0 国 民健康 保険法によ る被用 者保険等保 険

者拠 出金 等 の 算定 等に 関す る省 令 の一 部

を 改正す る省 令 （厚生25)

0 文部省 設置 法施行規 則 の一 部 を 改正す る

省 令 （ 文部1 7)

0 文部省定員規 則 の一部 を 改正す る省 令

（ 文部 18)

o国立 大学の 大学附置 の研究所の研究部門

に 関す る省 令 の一 部 を 改正す る省 令 （ 文

部 1 9)

0 国立 大学共同利用 機関組 織 運営規 則 のー

部 を 改正す る省 令 （ 文部20)

o 国立 学校設置 法施行規 則 の一 部 を 改正す

る省 令 （ 文部21)

0 大学 入試 セ ン タ一組 織 運営規 則 の一 部 を

改正す る省 令 （ 文部22)

0 文部省定員規 則 の一 部 を 改正す る省 令

（ 文部24)

o 国立 学校 設置 法施行規 則 の一 部 を 改正す

る省 令 （ 文部25)
o 国立 大学 の学科及 び課程並 びに講座及 び

学科目に 関す る省 令 の一 部 を 改正す る省

令 （ 文部26)

o 国家 公務員 等共 済組 合法施行規 則 の一 部

を 改正す る 省 令 （ 大蔵 1 9)

3 ・ 31

3 ・ 31

3 ・ 31

4 ・ 1

4 ・ 1

4 ・ 1

4 ・ 5

4 ・ 5

4 ・ 5

4 . 5 

4 . 5 

4 ・ 5

4 . 22 

4 ・ 22

4 • 22 

4 . 30 
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規 則

0 人事院規 則lj 2 - 7 （ 人事院 事務総局 の職

制 ） の一 部 を 改正 する規 則 （ 人事院 2-

7 - 1 ) 4 . 1 

0 人事院規 則 9 1 （非常勤 職 員 の給 与 ）

の一部 を 改正 する規 則 （ 人事院 9 - 1 一

2 ) 4 ・ 1

0 人事院規 則 9 2 （俸給表 の適用 範囲 ）
の一部 を 改正 する規 則 （ 人事院 9 - 2-

4 ・ 1

0 人事院規 則 9 8 （初任給 ， 昇 格， 昇給

等の基準 ） の一 部 を 改正 する規 則 （ 人事

院 9 - 8 - 5) 4 . 1 

0 人事院規 則 9 - 17 （俸給 の特別 調 整額 ）
の一部 を 改正 する規 則 （ 人事院 9 1 7  5 ) 4 ・ l

0 人事院規 則 9 -40 （ 期末 手当及 び勤勉 手

当 ） の一部 を 改正 する規 則 （ 人 事院 9
40 - 3) 

。 人事院規 則 9 - 2 （俸給表 の適用 範囲 ）

4 ・ 1
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の一 部 を 改正 する規 則 （ 人事院 9 - 2 

4 ) 4 ・ 5

0 人事院規 則 9 - 6 （俸給 の 調 整額 ） の 一

部 を 改正 する規 則 （ 人事院 9 6 - 3 )  4 . 5 

0 人事院規 則 9 30 （特殊勤 務手当 ） のー

部 を 改正 する規 則 （ 人事院 9- 30 - 4) 4 ・ 5

0 人事院規 則 9 - 1 7  （俸給 の特別調整額 ）

の一部 を 改正 する 人事院規 則 （ 人事院 9
17 - 6) 4 ・ 5

0 人事院規 則 9 - 8 （初任給 ， 昇 格， 昇給

等 の基準 ） の一部 を 改正 する規 則lj （ 人事

院 9 - 8- 6) 4 . 25 

0日 本学術 会議規 則 （ 日 本学術 会議規 則 ） 4 . 26 

官斤報告

国 家試 験

o 昭和61年度 国家公務 員 採用I 種試 験公告

（ 人事院 ） 4 ・ 16

学 内 規 則

富山大学学則の一部改正

富 山 大学学員lj の一 部 を 改正 する 学 則 を 次 の と お り制

定 する 。

昭和61年 4 月 1日 富 山 大 学長 大 井 信

富山大学学則の一部を改正する学則

富 山 大学学則 （ 昭和田 年 3 月 12 日制 定 ） の一部 を 次

のよ うに改正 する 。 － -
「 人文科学研究科

第 6条 第 2項 中 「理学研究科」 を
理 学 研 究 科」

に 改める 。
第 7条 第 l項 中「 文学専 攻科」 を削る。
附 則 第 2項 の 次に 次 の l項 を 加える 。

3 別表 第 2に規定 する 入学 定 員には ， 当 分 の 間 ， 次

に定 める定 員 を含む も の と する 。

学 部 ｜ 学 科 ｜ 定 員

人 文 学 科 ｜ 5 人

人文学部 ｜ 語 学 文 学 科 ｜ 15  
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経済学部

理 学 部

工 学 部

言十 20 人

経 済 学 科

昼 間主 コ ー ス 4 

経 営 学 科

昼 間主 コ ー ス 4 

経 営 法 学 科

畳 間 主 コ ー ス 2 

計 10 

数 十A且， 科 3 

物 理 学 科 7 

化 学 科 3 

生 物 学 科 5 

地 球 科 学 科 2 

計 20 

電気 工 学 科 3 

工 業 化 学 科 3 

金 属 工 学 科 3 

機 械 工 学 科 3 
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工学 部 生産機械工学科 3 人

化 学 工 学 科 3 

電 子 工 学 科 3 

5十 21 

-@ 、 百十 71 

別表 第 2 を次 のよう に改 め る 。

別 表 第 2

斜寸，＿与 昔日 主子主ん 科 等 入 学 定員 総定員

人 文 ρ十ゐ 科 95人 380人

人文学部 語 学 文 品子副＜ 科 9 5  380 

計 1 9 0  760 

小 学 校教員養成 課 程 1 40 560 

中 学 校 教員養成 課 程 50 �o 

教育学 部 養護学校教員養成課程 20 80 

幼稚園教員養成 課 程 30 1 20 

5十 240 960 

経 i斉 学 科

量間主コ ー ス 1 44 576 

夜間主 コ ー ス 20 80 

経 μ昌ん μ十4 科

畳間主 コ ー ス 1 24 496 
経済学部

夜間主 コ ー ス 20 80 

経 営 法 十Aふん H 
畳間主 コ ー ス 102 408 

夜間主 コ ー ス 20 80 

430 1, 720 

数 学 科 43 172 

物 理 子詳4 科 47 188 

化 寸ぷゐ 科 43 172 
理 学 部

科生 物 ぷ十4 35 140 

地 球 科 学 科 32 128 

計 200 &JO 
電 気 工 洋十ん 科 53 212 

工 業 化 すぷ4与・ 科 4 8  192 

金 属 工 ぷ十4 科 43 172 

機 械 工 学 科 53 212 
工 学 部

生産機械工学 科 43 172 

化 学 工 寸必，＿ゐ 科 43 172 

電 子 工 A十主ゐ 科 43 172 

計 326 l，ぬ4
1口入 計 1,386 5,544 

備 考 経済学部の 「畳 間主 コ ー ス 」 と は， 主 と して

報 第270号

昼 間 に授業 を行う コ ー ス を ， 「 夜 間主 コ ー ス 」

とは ， 主 として 夜 間 に 授 業 を行う コ ー ス をいう。

附 則

1 こ の 学 則 は， 昭和 61年 4 月 1 日か ら 施行 す る。
2 昭和60年 度 に 文学専攻科 に入 学した 者 について は，

な お従 前 の例 によ る 。

3 別 表 第 2 に定 め る総 定 員 は ， 同 表 の規定 にかかわ

らず， 昭和 61年度か ら 昭和63年度 ま では ， 次 の と お

り と す る。

ぷ十ゐ 部
pナa」

科 等 昭和61年度 昭和62年度 昭和63年度

人 文 品十比 科 365人 370人 375人

人文学部 語学文学科 335 350 365 

計 700 720 740 

小学校教員養成課程 560 560 560 

中学校 教員養成課程 200 200 zoo 
教育学部 養護学校教員養成課程 80 80 80 

幼稚園教員養成課程 120 120 120 

計 960 960 960 

経 済 十ぷゐ H 
畳間主コース 504 528 552 

夜間主コース 20 40 60 

経 営 学 N 
畳間主コース 484 488 492 

経済学部
夜間主コース 20 40 60 

経営法学科

畳間主コース 282 324 366 

夜間主コース 20 40 60 

計 1,330 1,460 1,590 

数 ナぷゐ N 163 166 169 

物 理 寸ぷゐ- 科 167 174 181 

ft μナ4与 科 163 166 169 
理学 部

生 物 ぷナん 科 125 130 135 

地球科学科 122 124 126 

計 740 760 780 

電気工 学科 203 206 209 

工業化学科 183 186 189 

金 属 工 学科 163 166 169 

機 械工学科 203 3)6 3)9 
工学 部

生産機械工学科 163 166 169 

化学工学科 163 166 169 

電子工 学科 163 166 169 

計 1,241 1,262 1,283 
1口入 計 4,971 5, 162 5,353 
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砂 富山 大学学 則 の 改正 理由
1 昭和 6 1 年 度 に 大学院 人文科学研究科 の 設置及 び経

済学部の学科改組 に伴 い ， 所要事項 を 改め る。

2 昭和 61年度か ら当分 の 間， 臨 時増 募 とし て 人文学

部， 経済学部， 理学部及 び工学部の学生定員増 を図
る こ と に伴 い， 所要事項 を 改め る 。

富山大学人文学部規則の一部改正

富山 大 学 人 文学部規 則 の一 部 を 改正 す る規 則 を次 の
と おり制 定す る 。

昭和 61年 4 月 1日 富山 大学長 大 井 信

富山大学人文学部規則の一部を改正する規則

富山 大学人文学部規 則 （ 昭和 52年 5 月 16日制 定 ） の

一部 を次 のよう に 改正 す る 。

第 3条 第 3項 中 「 別表 第 1 」 を 「 別表 」 に改 め る 。

第 1 5条 の 3 （ 見 出 し を 含む 。 ） を削 る 。

別表 第 1 を 別表 と し， 思lj表 第 2 を削 る 。

附 則

1 こ の規 則 は ， 昭和 61年 4 月 1日 か ら 施行 す る 。

2 昭和 60年 度 に 文学専攻科に入学 した 者 につ い て は，

な お従 前の例 によ る 。

砂 富山 大学 人文学部規 則 の 改正理由

昭和 61年 度 に 文学専攻科が廃止 されたた め ， 関係条

文 を 改め る 。

富山大学経済学部規則の一部改正

富山 大学経済学部規 則 の一 部 を 改正 す る規 則 を次 の

と おり制 定す る 。

昭和 61年 4 月 1日 富山 大学長 大 井 信

富山大学経済学部規則 の一部を改正する規則

富山 大学経済学部規 則 （ 昭和 50年 6 月 27日制 定 ） の
一 部 を次 のよう に 改正す る 。

第 2条 に次 の 1項 を加え る 。
2 前項 に規 定す る 学科に それぞれ 昼 間主 コ ー ス及 び

夜 間 主 コ ー ス を置く 。

報 第270号

附 則

1 こ の規 則は， 昭和 61 年4 月 1日 か ら 施行 す る 。

2 昭和 60年度以前の入 学者 につ い て は ， な お従 前 の

例 によ る 。

砂 富山 大学経済学部規 則 の改正理由

経済学部の拡 充改組 に｛半ぃ 昼 間主 コ ー ス及 び夜 間主

コース が新 設 されたた め， 所要事項 を 改 め る 。

富山大学教養部規則の一部改正

富山 大学教養部規 則 の一部 を 改正 す る規 則 を次 の と
おり制 定 す る 。

昭和 61年 4 月 1日 富山 大学長 大 井 信

富山大学教養部規則の一部を改正する規則

富山 大学教養部規 則 （ 昭和 42年 4 月 1日制 定 ） の一

部 を次 のよう に 改正 す る 。

第 4条 中「 別表 」 を「 別表 1」 に 改め， 同条 に次 の
ただ し 書 を加え る 。

ただ し ， 経済学部夜間主コ ー ス に あっ て は， 別表 2
の と おり と す る。

第 5条 の見 出 し 中 「単位 数」 を 「単位 数等」 に 改め，

同条 に次 の 2項 を加え る 。

2 前項 の規 定 に か かわ らず ， 経済学部 夜 間主 コ ー ス

学生 の修得 すべ き 最 低単位 数 は， 次 の 各 号 に 定め る

と おり と す る 。

( 1 ) 一般 教育科目 につ い て は， 人文， 社 会及 び 自 然

の三分野並 び に総合 の 授業科目 にわたり ， 合 計32

単位 と す る 。 ただ し ， 32単位 のうち 人文， 社 会 及

び 自 然 の 各分野 に おい て は， ー の授業料目 につ き
4単位 と し， 2 授業科目 8単位， 計24単位 を 修得

し なければ な ら な い 。

(2) 外国語 科目 につ い て は ， 英語 8単位 及 びドイツ

語， フラ ン ス語又 は 中 国語のうち， 1 外国語 4単

位 ， 計 12単位 を 修得 し なければ な ら な い 。

(3) 保健体育科目 につい て は， 講義 2 単位 ， 実 技 2

単位， 計 4単位 と す る 。 ただ し ， 実 技 2単位 のう

ち 1 単位 は ， 専 門 教育課程履 修期 間 中 に お い て 修

得 す るも の と す る 。
3 経済学部夜 間主 コ ー ス の学生に あっ て は， 別 に 定

め る ところ により 別表 1 の授業科目 を履 修 し単位 を

修得 す るこ と が で き る 。
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別表中
「

哲 学
。
、EEl－trit－－J

4

2

 

哲 ユ且，寸ー
論 理 学

「

哲

哲 学 I I 4 © 
学 ｜ 哲 学 II I 2 ｜ に ，

論 理 学 I 2 © 

心 理 学 4 
心 理 学

心理学 演習 1 

日 本 史

歴 史 学 東 洋 史

西 洋 史

心 理 学 4 
心 理 学

心理学演習 2 

日 本 史 4 。
歴 史 学 東 洋 史 4 。

西 洋 史 4 。

法 寸A主ん-

法 ぶ寸旦ー． を
日 本国憲法

」
「

法 寸山且ー． 4 。
法 λナ旦．

日 本国憲法 2 。
」

「
｜ 数 学｜ 数 4 を

」
「

数 十品ゐ 4 

微 分積 分 2 。
数 学

線形代 数 。2 

応 用 数 学 2 。

「
地 学

。
、SEE・E・ちSEa－－EJ

AUτ

 

地 ，＞－＇ι 寸ー
天 文 学

地 学 I 4 © 
士也 学

天 文 学 I 2 © 

学

を

報

｜※自然と文化｜ 2 

｜※自然と文化｜ 2 

人権と差別｜ 4 
に 改め，

第270号

」

備考l中 「O印内」 を 「同 一学科目 に お けるO印」

に 改め， 同表 を 別表 1 と し， 同表 の次 に次 の表 を加え

」 る 。

別表 2 （ 経済学部 夜 間主 コ ース ）

を

分野 学科目 授 業 科目 単位 数

哲 � 哲 主f旦－． 4 
人

倫 理 学 倫 理 学 4 

心 理 学 心 理 学 4 

歴 史 学 歴 史 学 4 
文 山寸且ー． 文 守主主Z一． 文 4 

骨量 法 J寸止tー. 法 学 4 
社

経 済 学 経 済 学 4 

教 統 計 学 統 計 学 4 

政 治 学 政 治 学 4 

育 地 理 学 地 理 学 4 
� ‘ 

社 会 学 社 会 学 4 

科 数 学 数 �三4- 4 
自

物 理 学 物 理 学 4 

目 化 学 化 A寸2ゐー 4 

生 物 学 生 物 学 4 
扶

地 寸，，，，.ー 寸戸主 ιー地 4 

総
環境 科 学 環境 科 学 4 

ムロ、

英 宝ロ玉ロ 英 圭ロ五口 8 

ドイツ語 ドイツ語 4 
外国語 科目

フラ ン ス語 フランス語 4 

中 国 語 中 国 語 4 

体 育 講 義
保 健

保 健体 育 保 健 講 義
体 育 科目

体 育 実 技 2 

」

」

」

を
附 則

1 こ の規 則は， 昭和61年 4 月 1 日 か ら 施行する 。

2 昭 和60年度以前 の 入学者につ い ては ， な お従 前 の

例 による 。

」

」 砂 富 山 大学教養部規 則 の 改正 理由
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1 経済学 部の学 科改 組に伴 い， 新たに夜間主 コース

を 開 講す るた め， 所要事項 を改 め る 。
2 授業科目 を 整理し ， 教育 内容 の充 実 を 図 る た め，

所要事項 を改 め る 。

富山大学大学院学則の一部改正

富山大学大学 院学則 の一 部 を改正 す る学則 を 次の と

おり制 定す る 。
昭和61 年 4月 1日 富山大学 長 大 井 信

富山大学大学院学則の一部を改正する学則

富山大学大学 院学則 （ 昭和53年 4月 1 日制 定 ） の一

部 を 次 のように改正 す る 。
「 人文科学 研究科

第 3条 中 「理学 研 究科」 を-
理 学 研 究 科」

に改 め る 。� 「 人 文科学 研 究科

目 本 ・ 東 洋文化専攻，

西 洋 文 化 専 攻

第 6条 中「 理学研究科」 を

理学 研究科」に改 め る 。

第22条 中「 理学 研究科 理学 修士」 を
「 人文科学 研究科 文学修士
理 学 研 究 科 理学 修士」に改 め る 。

別表 第 l を 次のように改 め る 。

別表 第 l

研 究 科名 専 攻 名 入学定員 総定員

日本・東洋文化専攻 5人 10 人

人文科学研究科 西洋 文 化 専攻 5 10 
10 20 

数 ぷナ4 専 攻 8 16 

物 理 学 専 攻 8 16 
化 学 専 攻 10 20 

理学研究科
生 物学 専 攻 8 16 
地球科 学専攻 8 16 

計 42 84 

電 気 工学専攻 10 20 
工業化学専攻 10 20 
金属工学専攻 8 16 

機 械 工学専攻 10 20 
工学研究科

生産機械工学専攻 8 16 
化学工学専攻 8 16 
電子工学専攻 8 16 

62 124 
i口入 計 114 228 

報 第270号

附 則

1 こ の学則 は， 昭和61年 4月 1日か ら 施行 す る 。

2 号lj 表 第 1に 定め る総 定 員 は， 同表 の規 定にかかわ

らず ， 昭和61年度 は， 次 の とお り と す る 。

研 究 科 名 専 攻 名 総 定員

日 本・ 東洋文化専攻 5 人

人文科学研究科 西 洋 文 化 専 攻 5 

計 10 

数 寸A主んー 専 攻 16 

物 理 学 専 攻 1 6  

化 学 専 攻 20 
理 学 研 究 科

生 物 学 専 攻 1 6  

地 球 科 学 専 攻 16 
E十 84 

電 気 工 学 専 攻 20 

工 業 化 学 専 攻 20 

金 属 工 学 専 攻 1 6  

機 械 工 学 専 攻 20 
工 学 研 究 科

生 産 機械工学 専 攻 16 
化 学 工 学 専 攻 16 
電 子 工 学 専 攻 16 

計 1 24 
メ口入 計 218 

砂 富山大学大 学院学則 の改正 理由

昭和61年度 に大学 院 人文科学 研究科が設置 され た た

め， 所要事項 を改 め る 。

富山大学学位規則の一部改正

富山大 学学位規則 の一 部 を改正 す る規則 を 次の と お

り制 定す る 。

昭和61 年 4月 1日 富山大 学長 大 井 信

富山大学学位規則の一部を改正する規則

富山大 学学位規則 （ 昭和40年 1月22日制 定 ） の一 部

を 次 のように改 正 す る 。

め改
』」

士
土

朱多
朱rp

学

学

文

理
をf」士々fp学理中項つ山第条qL

 

第

る 。

「文学修士
第 1 3条 中「 理学 修士 （ 富山大学 ） 」 を

理学 修士
（ 富山大 学 ）

（ 富山大 学 ） 」
ー
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別 表 中「 （間l P><笠岡 ） 」 を 「 （判’ 酎P>< � ＞－＜ ） 」に

改 め る 。

附 則

こ の規則 は ， 昭和61 年 4月 1 日か ら 施行 す る 。

砂 富山大学学位規則 の改正 理由

昭和61年 度に大学 院 人文科学 研究科が設置 されたた

め， 所要事項 を改 め る 。

富山大学大学院人文科学

研究科規則の制定

富山大学大学 院 人文科学 研究科規則 を 次 の と おり制

定す る 。

昭和61年 4月 1 日 富山大学 長 大 井 信 一

富山大学大学院人文科学研究科規則

（趣 旨 ）

第 1条 こ の規則 は ， 富山大学大学 院学則 第38条 の規

定に基づ き ， 富山大学大学 院 人文科学 研究科 （ 以下
「研究科」 と いう 。 ） につ い て必 要な 事項 を 定め る

も の と す る 。

（ 授業科目 ， 単位 数 ）

第 2条 研究科に お け る 授業科目及 び単位 数 は ， 別 表

の と おり と す る 。

2 授 業科目 の配当及 び授業時 間 は ， 毎学 年 の始めに

これ を 定め る 。

（履 修方 法 ）
第 3条 学 生 は学 期ご とに ， そ の学 期に履 修 しよう と

す る 授業科目 の届 け 出 を しな ければな らな い 。

第 4条 学 生 は ， 所属す る 専攻の授業科目につい て ，

必 修科目 12単位 を含 めて 30単位 以上 修得しな けれ ば

な らない 。
2 学生は， 指導教官の許可 を受 け て 所属 す る 専攻以

外の授 業科目を履 修 す る こ と が で き るも の と す る 。

（単位 の認 定 ）

第 5条 単位 修得 の認 定 は ， 筆 記若 しく は口頭 の試 験

又 は 研 究報告 等により ， 授業料目担当 教官が行う 。

2 前項 の認 定 を行う 時期 は ， 学 期 末 と す る 。 ただ し ，

特別 の理由があ る と き は ， こ の限り でない 。

（ 成績評価 ）

第 6条 試 験等に 合格した 授業科目 の成績評価 は， 優 ，

良及 び可 で表示す る 。

報 第270号

（学位 論 文 の提 出 ）

第 7条 学 生 は， あ らかじ め指 定す る 期 日 ま でに学位

論文を提 出しな ければな らな い 。

（学位 論文 の審 査及 び最終試 験 ）

第 8条 学位 論文 の審 査及 ぴ最終試 験 は ， 人文科学 研

究科委 員 会 （ 以下 「 委 員 会」 と いう 。 ） の 委嘱 す る
3 名 （正 ， 副 の指導 教官 を 含む 。 ） の審 査委員 が こ

れ を行う 。

（そ の 他 ）

第 9条 こ の規則に 定 め るも の のほか ， 必 要な 事項 は ，

委員 会 の定め る と ころによ る 。

附 則

こ の規則 は ， 昭和61 年 4月 1 日か ら 施行 す る 。

別 表

専

日 本

東 洋
文 化

専攻

各 専攻授業科目及 び単位 数

攻

日 本 史学

東洋 史学

考 古 学

国 語 学

国 文 学

朝
朝
鮮
鮮 文

語
学 ・

中国 語学

中 国 文学

人文地理学

文化 構造論

ー百 歪四E ，十場

授 業 科 目

0 

日
日
日
日
日

本
本
本

本
本

歴
歴亜塵

歴

史
史
史
史
史

文
文
文
文
文

f
化
化
化
化

b
特
特
特
特
言危

論
語請誼

機

i
習

。引司1) 

0 

東
東
東
東

洋
洋
洋
洋

歴
歴
歴瞳 史

史
史
史

文
文
文
文

化
化
化
化

特
特
特論 誼

論
誼演［習目�； 

0 
東
東
東

ア
ア

ア
ジ
ジ
ジ

ア
ア

ア
考
考
考
古
古
古

学
学

学
特
特 演識誕百習�l 

日
日
本

本
本
語
語
語

特
特論

論 (1) 

O 日
論 演（習2) 

0 
日
日
日

本
本

本

文
文
文

学
学
学

特
特論

論
論 演（

（習�l 

0 朝朝
朝鮮
鮮
鮮
言 語

文
語
文

学
化論
特
特 演

論
論習

0 

中
中
中
中国国
国 国言

文
文
語

語
学
学

文化 持符

特
蓄
論
詰積�

論

曹�l 
地 域

構
構
構造
特
特

論

論
論

(1) 

O
地
地
域
域

造
造

演（習2) 

0 
文
文
文
化
化
化

構
構
構
造
造
造
特
特論

論
論 演

（
（習�l 

0 
言
言
言

語
語
語

構
構
構
造
造
造
特
特論

論
論 演（ （習�l 

単位数 備 考

4 0印は必修

4 
8 

4 
4 
4 
8 

4 
4 
8 

4 
4 
8 

4 
4 
8 

4 

8 

4 

8 

4 
4 
8 

4 
4 
8 

4 
4 
8 
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専攻共通 0日本・ 東 洋文 化 論

0 西
西
西
洋
洋
洋思
思思
想
想
想
特
特
論

論
論演（（習�� 0印は必修

哲学 史 4 
8 

思
思
思

想
想

想
文
文
化イ特特 論

論
論

(1) 4 
哲 十必4与 4 

0 文 化じ
演 （習2) 8 

西 洋 行
動
動
動
文
文
化｛特
特
論

論
論

(1) 4 
文化人類学

O 行
行
文 化じ

演（ 習2) 4 
8 

文 化

0 

西
西
西
西

洋
洋
洋
洋

歴
歴
歴
歴

史
史
史
史

文
文
文
文

化
化
化
化

特
特

符論

論
請劃
演

（
習

訓訓1) 
4 

西洋 史 学 4 
4 

専攻 8 

英
英語
語特

特
論

論
論i貴 m 

4 
英語 学 4 

0英語
習

英文 学

0 

英
英

英
ア
ア〆メ米

文
文
リ
リ

文

学
学
カ
カ

文
文

学

符特
学
学

論
特
特

論
論

演
論
論
［凹［習;: 

4 

4 
アメリカ文 学 4 

8 

ドイツ語 学 ドイツ
ツ
ツ

y

語語
語
語 文

文文 文北学学 斡
論

特符 寺議誠謝誠習司:: 
4 

ドイ
ドイ 4 

ドイツ文 学 0 
ドイ 8 

ロシア語 ・ ロシア語
語 言 語

・・
文
文
文
学
学

化
特
特
論論融演 習�l 

4 
ロシア文 学 ロシア 4 

。ロシア 8 

0 
比
比
比
較
較
較
文
文
文
学
学
学

特
論
特 演

論
論 （（習�� 4 

比 較文学 4 
8 

専攻共通 0 西 洋 文 化 論

砂 富山大 学大 学 院 人文科学研 究科規則 の制 定理由

昭和61 年 度 に大 学院 人 文科学研究科が設置 されたた

め， 必 要事項 を 定め る 。

富山大学大学院人文科学

研究科委員会規則の制定

富山大 学太 学 院 人文科学研究科委員 会規則 を 次 の と
おり制 定す る 。

昭和61 年 4月 l 日 富山大 学長 大 井 信

富山大学大学院人文科学研究科委員会規則

（趣 旨 ）

第1条 こ の規則 は， 富山大 学大 学 院学則 第37条 第 2

報 第270号

I頁 の規 定 に基づ き ， 富山大 学大 学 院 人 文科 学研究科

委員 会 （ 以 下 「 委 員 会」 とし汁 。 ） の 組織 ， 審 議事

項及 び運営 等 につ い て 定め るも の と す る 。

（ 組 織 ）
第 2条 委 員 会 は ， 次 の 各 号に掲げ る 者 をもっ て 組織

す る 。

( 1 ） 研究科長

( 2 ） 研究科担当 の専任 教授， 助 教授、 講 師

（審 議事項 ）

第 3条 委 員 会 は ， 次 に掲げ る 事項 を審 議す る 。

( 1 ） 研究科の担当 教 員 に 関す る 事項

( 2 ） 教育課程 に 関す る 事項

( 3 ） 試 験 に 関 す る 事項

( 4 ） 課程修了 の認 定 に 関 す る 事項

( 5 ） 入 学， 退学， 休 学， 転 学及 び懲戒そ の 他学生

の身 分 に 関す る 事項

( 6 ） そ の 他研究科 の 教育， 研究及 び運営 に 関す る

事項

（ 議 事 ）

第 4条 研究科長 は， 必 要 と認 め た と き又 は 委員 の 3

分 の l 以上か ら付 議すべ き 事項 を示し て請求 があ っ

た と き は， 委員 会 を招集 し ， そ の議長 とな る 。

2 研究科長 に 事故あ る と き は ， 研究科長があ らかじ

め指名 し た 委 員 がそ の職務 を 行う 。

第 5条 委 員 会 は， 委員（ 長期 出張 中又 は休 職 中 を除

〈 。 ） の 3 分の 2 以上が 出 席 しな ければ 開 会す る こ

と が で きな い 。

2 議事は， 前項 の 出 席 者 の過半 数 の 同意 をもっ て決

す る 。 ただ し， 富山大 学学位規則 第 10 条 に規 定す る

事項 に 関 し て は， 3 分の 2 以上， 同 第 14条 に規 定す

る 事項 に 関 し て は， 4 分 の 3 以上 の 同意 をもっ て決
す る 。

（意見 の 聴取 ）

第 6条 研 究科長 は ， 必 要があ る と き は， 委員 以 外 の

者 の 出 席 を求 め て意見 を聞く こ と が で き る 。

（ 小委 員 会 ）
第 7条 委 員 会 に 小委員 会 を置く こ と が で き る 。

2 小委員 会 は ， 委員 会か ら付託 された 研究科の運営

そ の他必 要な 事項 に 係 る原案 の作 成 に当 た るも の と
す る 。

（細 則 ）

第 8条 委 員 会 は ， 心要があ る と き は ， 細則 を 定め る
こ とが、 で き る 。

（庶 務 ）

nu
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第 9条 委 員 会の庶 務 は ， 研究科長 の指示により 人文

学部・ 理学部 事務 長 が処 理す る 。

附 則

こ の規則 は ， 昭和61年 4月l 日か ら 施行 す る 。

砂 富山大 学大 学院 人文科学 研究科委員 会規則 の制 定
理由

昭和61年 度に大学 院 人文科学 研究科が設置 されたた

め， 同 研究科委員 会に 関し ， 必 要事項 を 定め る 。

富山大学専攻科規則の一部改正

富山大学 専攻科規則 の 一部 を改 正 す る規則 を 次 の と
おI）制 定す る 。

昭和61年 4月 1 日 富山大 学長 大 井 信

富山大学専攻科規則の一部を改正する規則

富山大 学専攻科規則 （ 昭和59年 3月1 2 日制 定 ） の 一

部 を 次 のように改 正す る 。

第 2条 中「 文学専 攻科 文学専攻 10名」 を削 る 。
第 9条 の表 文学専攻科の項 を削 る 。

附 則

1 こ の規則 は， 昭和61年 4月 1 日か ら 施行 す る 。

2 昭 和60年 度に 文学専攻科に 入学した 者につ い て は ，

な お従 前 の例によ る 。

砂 富山大 学専攻科規則 の改正 理由

昭和61年度に 文学専攻科が廃止 されたた め， 所要事

項 を改 め る 。

富山大学工学部核燃料物質計量

管理規則の制定

富山大 学工学部核燃 料物質 計量 管理規則 を 次 の と お

り制 定す る 。

昭和61年 4月 4 日 富山大 学長 大 井 信

富山大学工学部核燃料物質計量管理規則

（目 的 ）

第 1条 本規則 は ， 核原 料物質 ， 核燃 料物質及 ぴ原子

報 第270号

炉 の規制に 関す る 法律 （ 以下 「 法律 」 と い う 。 ） 第

61条 の 8 第 l項 の規 定に基づ い て富山大 学工学部（ 以

下「 本 学部」 と いう 。 ） に お け る 法律第61条 の 3 第

l項に 定め る 国際規制 物資の使用 の承認 を得た 全 て

の核燃 料物質 の 計量及 び管理 （ 以下「 計量 管理」 と

いっ 。 ） に 関す る 重要事項 を 定め， もっ て適 正な 計

量 管理制 度 の確立 を図 る こ と を目的 と す る 。

（ 計量 管理責任 者 ）
第 2条 本学部に お け る核燃 料物 質 の 計量 管理のた め

に 計量 管理責任 者 を置くも の と す る 。

2 本 学部に お け る 計量 管理 は ， 計量 管理責任 者の責

任 のも とに行う 。

3 本学部に お け る 計量 管理責任 者 は ， 工学部 長 と す

る 。

（ 物 質収支区 域 の 設定 ）

第 3条 本学部に お け る 物 質収支区域 （ 以下「M B A」

と いう 。 ） は ， 本学部全体 をもっ て 設定し ， 計量 管

理は こ のM B A を基礎 とし て行う 。

2 本学部 のM B A の符 号 はK S D  F と す る 。

（受 入れ ， 払 出し及 び廃棄 に 関 す る手続 ）
第 4条 計量 管理責任 者 は ， 核燃 料物質 の受 入れ ， 払

出し及 び廃棄 に立 会 い ， 当該受 入れ ， 払 出し又 は廃

棄 の 数量 をそ のつど 記録 す るも の と す る 。

（消耗 ， 希釈等に 関 す る手続 ）

第 5条 計量 管理責任 者 は ， 核燃 料物 質 が消耗・希釈

等により 減少し た 場合に は， 当該 数量 を毎 年 1月 1
日か ら 6月30 日 ま での 期 間及 び7月1日か ら 12月31

日 ま での 期 間 につ い て 確定 し ， 記録 す るも の と す る 。

（ 事故損失に対 す る手続 ）

第 6条 計量 管理責任 者 は ， 事故により核燃 料物質 の

損失 が生じた と き又 は 生じた とみな され た と き は ，

そ のつど 数量 を 確定し ， 記録 す るも の と す る 。

（ 記 録 ）

第 7条 計量 管理責任 者 は ， 第 4条 ， 第 5条並 びに 第
6条 の記録 を作 成し ， 作 成後 10年 間 本学 部に 保 存 す

る こ と と す る 。

2 記録に は 次 の 各号に 定め る 事項 を 記録 す るも の と

す る 。
( 1 ) 在庫変動 の 日付

(2) 在庫変動 の原因
(3) 受 入れ又 は払 出し 事業所名及 びM B A 名
(4) 供給当 事国

(5) 核燃 料物質 の種類

(6) 核燃 料物質 の 数量

市’A1EA
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（報 告 ）

第 8条 計量 管理責 任者は， 法律 第67条 及び 国 際規制

物資の使用 に 関す る規 則 第 7条 の規 定 に基づく毎 年

1 月 1日か ら 6 月 30日ま での 期 間 及び 7 月 1日か ら

1 2 月 31日ま での期閉め報告書が当該 期聞 の経過後 1

月 以 内 に 科学技術庁 長官へ提 出 されて い る こ と を 確

認 す るも の と す る。

附 則

1 こ の規 則 は ， 昭和61年 4 月 4日か ら 施行 す る 。
2 富 山 大学工学部 国 際規 制 物資計量 管理規 則 （ 昭和

57年 3 月 1 2日制 定 ） は， 廃止 す る 。

砂 富 山 大学工 学部核燃 料物質 計量 管理規 則 の制 定理由

工学部 に お け る 国 際規制 物資の使用承認 に伴 い ， 核

燃 料物質 の計量 及び 管理 に 関し必要な 事項 を 定め る
た め

富山大学大学院学則の一部改正

富 山 大学大学院学 則 の一部 を改正 す る 学�lj を次 のと
おり制 定す る 。

昭和61年 4 月 18日 富 山 大学長 大 井 信

富山大学大学院学則の一部を改正する学則

富 山 大学大学院学則 （ 昭和53年 4 月 1日制 定 ） の一

部 を次 のよう に 改正 する 。

別 表 第 2 理学研究科の項 の上 に 次 のよう に 加え る 。

ネ土 � 
日 本 ・ 東洋文化専攻 国 ロ壬五口

人 文科学研究科
中 国語

社 Iヨ』エ

西 洋 文 化 専 攻 英 壬口五口

ドイ ツ語

報 第270号

富山大学廃液処理施設規則の制定

富 山 大学廃液処 理施設規 則 を 次 のと お り制 定す る 。

昭和61年 4 月 18日 富 山 大学長 大 井 信 一

富山大学廃液処理施設規則

（趣 旨 ）
第 l条 こ の規 則 は ， 富 山 大学廃液処 理施設 （ 以 下 「廃

液処 理施 設」 と いう 。 ） に 関する必要な 事項 を 定め

る も の と す る 。

（目 的）

第 2条 廃液処 理施設 は ， 富 山 大学 （ 以F「本学」 と

い う 。 ） の 教育及び 研究に伴 い排出され る廃液 等 を

円滑 に処 理し ， 環境 の汚染 を防止 す る こ と を目的 と

する 。

（ 職 員 ）

第 3条 廃液処 理施設 に ， 廃液処 理施設長 （ 以下 「施

設長」 と い う 。 ） 及び そ の他必要な 職員 を置く 。

2 施設長 は ， 本学の 教授 及び 助 教授 のうちか ら第 4

条 に 定める 運営委 員 会 の推薦 に基っき， 学長が命ず る。

3 施設長 の 任期 は ， 2 年 と する 。 ただし． 再 任 を妨

げな い 。
4 施設長 は， 廃液処 理施設 の 業務 を 管理す る 。
5 職員 は ， 施設長 の 命 を受 け ， 廃液処 理施設の業 務

に従 事す る 。

（ 運営委員 会 ）

第 4条 廃液処 理施設の円滑な 運営 を図 る た め， 富 山

大学廃液処 理施設運営委員 会 （ 以下「 運営委員 会」

と いう 。 ） を置く 。
2 運営委 員 会 に 関す る規 則 は， 別 に 定 め る 。

（ 事 務 ）

第 5条 廃液処 理施設の事務 は ， 当 分 の 問， 施 設課 に

お い て処 理す る 。

附 則

1 こ の規 則 は ， 昭和61年 4 月 18日から 施行 し ， 昭和

附 則 61年 3 月 27日か ら適用 す る 。

こ の学 則 は ， 昭和61 年 4 月 18日 日か ら 施行 し ， 昭和61 2 富 山 大 学廃水処 理室運営規則J （ 昭和 48年 6 月 25 B 
年 4 月 1日か ら適 用 する 。 制 定 ） は ， 昭和61年 3 月 26日 限り廃止 す る 。

3 こ の規 則施行 の 際， 現に 富 山 大学廃水処 理室運営

砂 富 山 大学大学院学 則 の改正理由 規 則 第 2条 第 1 項 の 室 長 であ る 者 は， こ の規 則 第 3

大学院 人 文科 学研究科 の免許状 授与の 所要資格 を得 さ 条 第 1 項 の 施設長 と し て在 任する も の とし ， そ の 任

せ る た め の 課程 が認定され た の で， 別 表 第 2 を 改め る 。 期 は ， こ の規 則 第 3条第 3 項の規 定 にかかわ らず 昭
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和61年 7 月 14 日ま で とす る 。

砂 富山大学廃液処 理施設規 則 の制 定理由

声砧寺・

従 前 の廃水処 理 室 は処 理能力 が不十分 で老朽化 が著

し い こ とか ら ， 廃液処 理施設が新営され た こ と に伴 い ，

必要な 事項 を 定め る 。

富山大学廃液処理施設

運営委員会規則の制定

富 山 大学廃液処 理施設運営委員 会規 則 を次 の と おり

制 定す る 。

昭和61年 4 月 18 日 富 山 大学長 大 井 信

富山大学廃液処理施設運営委員会規則

（趣 旨 ）

第 1条 こ の規 則 は， 富 山 大学廃液処 理施設規 則 第 4

条 第 2 J頁 の規定 に基づ き ， 富山大学廃液処 理施設運

営委員 会 （ 以下 「運営 委員 会」 と い う 。 ） に関す る

必要な事 項 を定 め る も の とす る 。

（審 議事 項 ）

第 2条 運営委員 会は ， 次 の各号に掲げ る事 項 を 審議

す る 。

( 1) 廃液処理 施設の管理運営の基 本方針 に 関す るこ
と 。

(2) 実 験廃棄 物等の処 理に 関す る こ と 。

（泊 施設長 の推薦 に 関す る こ と 。

(4)  そ の 他管理運営に 関す る 重要事項

（組 織 ）
第 3条 運営委員 会は， 次 の各号 に掲げ る 委員 を もっ

て組織す る 。

(1) 施 設長

(2) 宇部／えび 教養部か ら 選出され た 教官 各 2名

(:-!) 事務局長
2 自lj項 第 2号 の 委員は ， 学長 が命ず る。

（任 期 ）

第 4条 前条 第 1項 第 2号 の 委員 の 任期は ， 2 年 と し ，

再任 を妨 け、なし、 。 ただし ， そ の 補欠 の 委員 の 任期は，

前任者 の残任期間 とす る 。

（委員長 ）

第5 条 運営委員 会に委員長 を置 き ， 委員 のh 選 とす

る 。

2 委員長は ， 委員 会 を招集し ， そ の議 長 とな る 。 た

だ し ， 委員長 に事故 あ る と きは ， 委員長 が あ らか じ

報 第270号

め 指 名 し た委員 が そ の職務 を行う 。

（ 議 事 ）

第 6条 運営委員 会は， 委員 の過半 数 の出席カ、な けれ

ば 開 会す る こ と がで きな い 。

2 議事は， 出 席委 員 の過半 数 を持っ て決し， 可否同

数 の と き は ， 議長がこれ を決す る 。

第 7条 委員 長 が必要 と 認め る と きは ， 委員 以 外の 者

の 出 席 を求 めて意見 を聞 く こ と がで き る 。

（ 専 門 委 員 会 ）
第 8条 運営委員 会 に 専 門 の事項 を調査検討す る た め，

専 門 委員 会 を置く こ と がで き る 。
2 専 門 委員 は ， 本学 の職員 のうちか ら ， 運営委員 会

の推薦 に基づ き ， 学長が命ず る 。

（庶 務 ）
第 9条 運営委 員 会 の庶 務 は ， 施設課に お い て行 う 。

附 則

1 こ の規 則は ， 昭和61年 4 月 18 日か ら 施行し ， 昭和

61年 3 月 27日か ら適 用す る 。

2 富 山 大学廃水処 理室運営委員 会規 則 （ 昭和 48年 6

月25 日制 定 ） は ， 昭和61年 3 月 26 日限 り廃止す る 。

3 こ の規 則施行 の 際， 現に 富 山 大学廃水処 理室運営

委員 会規制 第 3条 第 l 項第 2号 の委 員又 は 第 5条 第

1 項の委員長 であ る 者は ， こ の規 則 第 3条 第 l 項 第

2号 の 委員又 は 第 5条 第 1 項の委 員 長 として在 任す

る も の とす る 。

4 こ の規 則施行後 ， 最初 の 運営委 員 会委員 の 任期 は ，

こ の規 則 第 4条 の規 定にかか わ らず 昭和61年 7 月 14

日まで とす る 。

砂 富山 大学廃液処 理施設運 営委員 会規 則 の制 定理由

富山 大学廃液処 理施設規 則に基づ き ， 廃液処理 施 設

の円滑な 運営 を図 る た め， 必要な事 項 を 定 め る 。

富山大学経営短期大学部学則の一部改正

富山 大学経 営短期 大学部学目Jj の 一部 を改正す る学 則

を次 の と お り制 定す る 。
昭和61年 4 月 22 日

富 山 大学経営短期 大学部 学長 大 井 信 一

富山大学経営短期大学部学則 の一部を改正する学則

富山 大学経営初 期 大学部 学 則 （ 昭和34年 4 月 1 日制
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定 ） の一部 を 次 のよう に 改正す る 。
第 6条 の 6 第 2項 中 「 専 任 の」 を削 る 。

品同-7-

附 則

こ の 学 則 は， 昭和61 年 4 月 22 日か ら 施行 し， 昭和61

年 4 月 1 日か ら適 用す る 。

砂 富 山 大学経営短 期大学部 学則 の 改正理由

本 学 は ， 富 山 大学経済学部 の学科 改組 に伴 い 「 夜 間

主 コ ー ス 」 に転換 し たこ と によ り ， 専 任教官が皆無 と

な ったた め， 所要事項 を 改め る 。

富山大学経営短期大学部

主事選考基準の一部改正

富 山 大学経営鰹 期大学部主 事選考基準 の一部 を 改正

す る基準 を 次の と おり制定す る 。

報 第270号

昭和61年 4月 22日

富 山 大学経営短 期大学部 学長 大 井 信 一

富山大学経営短期大学部主事選考基準の一部を改正す

る基準

富 山 大学経営短 期 大学部主 事選 考基準 （ 昭和42年 6

月 6 日制 定 ） の一部 を 次 のよ う に 改正す る 。

第 5条 第 2項 中「専任」 を「併 任」 に 改め る 。

附 則

こ の基準 は， 昭和61年 4 月 22 日から 施行し， 昭和61

年 4月 1 日か ら適 用す る 。

砂 富 山 大学経営短 期大学部 主事選考基準 の 改正理由

本学 は ， 富 山 大学経済学部 の 学科 改組に伴 い「夜 間

主コ ー ス」に転換し た こ と により， 教官が皆無 となっ

たた め， 所要事項 を 改め る。

諸 議AQ
一A

第4回学長選考基準委員会（ 4月10 日 ）
（ 議 題 ）

( 1 ）学長選考基準 につ い て

第1固入学者選抜方法研究委員会（ 4 月 1 5 日）

（ 審議事項 ）

( 1 )  受 験機 会 の複 数化のグループ 分け につ い て

第1回大学院委員会（ 4月 18 日）

（ 審議事項）

(1） 昭和61年度 富 山 大学院人 文科 学研究科 （ 修士課程 ）

入学試 験合 格者の判定 につ い て
(2） 富山 大学大学院 学則 の一部改正 （案 ） につ い て

第1回評議会（ 4月 18日）

（ 審議事項）

(1 ) 富 山 大学廃液処 理施設規則 の制定 （案）につい て

(2） 富 山 大学廃液処 理施 設運営委員 会規則 の制定（案）

につ い て

(3）富山 大学大学 院学�lj の一部改正（案）につ いて

(4）富 山 大 学 名 誉教授称号投 与につ い て

(5 ）学生 の 除籍 につ いて

(6）受 験機会の複 数化のグループ 分け につ い て

第1回授業料等減免選考委員会（ 4月 22 日 ）
（ 議 題 ）

( 1） 昭和61年 度学部入 学生 の入 学料免 除 につ い て
(2）富 山 大学授業料免 除選 考基準につ いて

第1回補導協議会（ 4月 22日 ）

（ 審議事項 ）

( 1 )  第31回 大学祭及び 第 1 1団体育祭につ い て

トリチウム科学センター研究専門委員会（ 4月 24日 ）

（ 議 題）

(1 ）学 内 外共同利用

第1回低温液化室運営委員会（ 4月 25日）

（ 議 題 ）
( 1 ）昭和61年度 運営費 等について

14 -
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第1回事務協議会（ 4 月 25 日 ）

（ 議 題 ）

(l）当面の諸問題 について

�白ーチ

第1固入学試験管理委員会（ 4 月25日）

（ 審議事項 ）

( 1 ）昭和62年度富 山 大学入学者選抜試 験の実施 に伴

う基本方針 について

報 第270号

第2回入学者選抜方法研究委員会（ 4 }] 25日）
（報告事項 ）

( 1 ）昭和61 年度入学状況等 について

(2）七 地 区世話 （当 番）大学長連絡 会 （ 昭和61 年 4月
17日 ）の報告 について

(3） 「 国 立大学受 験機 会の複数化 についての昭和62年

度実施案 」 （改定版 ） 等 について

(4） 国 立大学受 験機会の複数化 に 関す る 昭和62年度実

施案 に基づいた 第 2次試 験の 実施 日程 について

品凶4・ 事

昭和61年度富山大学（学部， 専攻科， 大学院研究科）入学式の挙行

昭和161 年l支店 山 大学 （学 部， 専攻 科， 大学院研究科）

入学式 は ， 4月10 ti （ 木 ） 午前10時か ら 富 山市公会堂

において挙行され ま した 。 式典 は ， 新 入 生 1 , 468名の

入学許可宣言 に はじま り ， 学長官・辞， 部局 長紹介のあ

と ， 本学： 合唱団の 合唱及びフィ ル ノ、ーモニー管弦楽団

によ る 演奏が行われ ま した。

昭和61年度文部省在外研究員派遣予定者の決定

主た る 滞 在地名及び当
調 査 研 究 題 目 派遣期 間種 ま買 学 部 名 職 名 氏 名

該滞在 地の 属す る 国 名

ホヤ類 に おけ る パ

ボ ス ト ン ナ ジ ウ ム と ツ ニ ク
12月長 期（乙 ） 理 学 部 助 教 授 道 端 ？寄

（ ア メ リ カ 合衆 国 ） ロームの 役割 に 関

す る 研究

RU
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人 事 異 動

異動区分 発令年 月 日 氏 名 異動前の 所属官職 異 動 内 容 任命権者

採 用 61 4 . 10 本 田 善 彦 事務補 佐 員 （ 附属 図 書館 ） 富 山 大学長

II 藤 木 浦 士 郎 事務補佐員 （ 附 属 図 書館 ） II 

6 1 . 4 .  16  中 島 j前 雅 教務補佐員 （ 教養部 ） II 

61 . 5.  l 藤 国 一 吉 文部事務 官 （ 工学部 ） II 

転 任 II 明 翫 充 文部技官 （施 設課 ） 文部技官 （ 九州 工業大学施設課 ） 九州工業大学長

配置 換 II 丸 地 善 朗 長 岡工業高等専 門 学校会計課長 経理部経理課長 文 部 大 臣

II 渋 谷 正 則 経理部経理課長 新潟大学経理部経理課長 II 

職務 命令 II 明 翫 充 文部技官（施 設課 ） 施 設課工営係土木主任 を 免ず る 富 山 大学長

百字 職 61 4 .  30 清 水 と し 子 文部技官 （ 工学部印刷工） 辞職 を 承認す る II 

II 横 越 保 子 事務補佐員 （ 庶 務部庶務 課 ） 辞職 を 承認す る II 

学 内 諸 報

保健管理セ ン タ 一 所長の改選

本田 弘保健管理セ ン タ 一所長の辞任 申 し 出 によ る

保健管理セ ン タ 一 所長候補者の 選考 は 昭和6 1 年 2 月 6

日 開 催の 保健管理セ ン タ ー委員 会 で行われ ， 河野信弘

教授 （ 教育学部） が選 出 され ま し た 。 任期 は， 昭和61

年 4 月 l日 か ら 2 年問 。

叙 勲

昭和61年春の 叙勲

4 月 29日 付け で， 昭和61年春の 叙勲 が発表 きれ ， 本

学関係で は次の 方 々 が受章 きれ ま し た 。

名 誉教授 柳 田 友道 勲 二等 旭日 重光章

名 誉教授 室 町繁雄 勲 二等瑞宝章

名 誉教授 玉生正信 勲 三等 旭日 中 綬章

名 誉教授 山 口 政 則 勲 三等 瑞宝章

一 職員会館の宿 泊の御案 内 一

＠利用 日 … ・ ー 土 ・ 日 曜 日 及 び祝 日 も 利用 で き ま すグ

＠ 申 し 込み・ ・ ・ 利用 目 の2 目 前 ま でにグ

＠門限時刻・ ー 午前10時… … …御協力 を… … … グ

pb
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名 誉教授 の称号授与

昭和61 年 3月3 1 日 限 り 停年によ り 退職 さ れ た 次の 方

々 に 対 し ， 昭和 61年 4 月18日 付け で富 山 大学名 誉教授

の 称号が授与 さ れま し た 。

名 誉教授

大濯欽治

東京音楽学校 甲 種 師 範科卒

昭和23 年 4月任文部教官富 山 師 範学 校， 同 25年 4月

兼富 山 大学 講 師 （ 教育学部 ） ， 同26年 3 月 富 山 大学 講

師 （ 教育学 部 ） ， 同37年 7 月 間 助 教授， 同 52年 4 月 間

教授 と な り ， 38年の 永 き に わ た り ， 終始熱心 に 学生の

教育 ・ 指導 に 専 念 さ れ， 教育者等 多数の 人材 育 成 に 貢

献 さ れま し た 。

この 間 ， 昭和53年 4 月 か ら 1 年 間 高 山 大学教育学部

附胤幼利n京1-L乙 ［1i]54年 3 J-J か ら 6 年 間高 山 大学 教育学

部長， ｜司 54年 3 月 か ら 6 年 2 月 間 高 山 大学 評議 員 及び

lサ 58年 5 月 白 山 大学 長事務 代理 と して ， 大学 及び 教育

学音｜；の 管理運営 に 当 り ， 大学及び 教育学部の 充実 発 展

に 多 大 な 貢 献 を さ れま し た 。

一 方 ， 研究面では， 音 楽 に おけ る 器楽の 専 門 分 針 で

の 研鏑 を 重 ね ， 音楽的才能 と 演奏能 力 を 育て る 実践研

究 を 行 い ， その 体験 と 指導理念 を 通 して ， 小 ・ 中 学校

教材 「 美 し い表現の 指導」 を 発 表す る 一方， 研 究論文

「音 楽的表現に おけ る 拍子の 研究」 を はじ め ， その 他

多数の 論文等 で， 多年にわ た る 研究 成果 を 公表 さ れて
いま す 。

ま た ， 富 山 県 音楽教育学 会理事長及び 同 会長， 並び

に 全 日 本音 楽研究会富 山 県 支部長 を 歴 任 し 芸術文化の

[l1J 上 と 地域の 音楽教育の 発展 に 尽 力 さ れま し た 。

名 誉教授

加藤喜美子

奈良女子高等師範学校家事科卒業

工学博士

昭和1 9年 9月富 山 師 範学校教諭， 同 25年 1月 兼富 山

大学 講師 （ 教育学部 ） ， 同 26年 3月富 山 大学 講 師 （ 教

育学部） ， 同37年 5月 間 助教授， 同47年 2月 同 教授 と

な り ， 4 1 年 有余の 永 き に わ た り ， 終始熱心 に 学生の 教

育 ・ 指導 に 専 念 さ れ， 教育者等 多数の 人材 育 成 に 貢 献

さ れま し た 。

この 間， 昭和46年か ら 教育学部家庭科の 主任教官 と

して 学部及び 教科の 充実 発 展 に 尽 力 さ れま し た 。

一方， 研究面 では， 日 本 人の 食 生 活 に 極めて 関 連の

深 い 「 米 飯の レ オ ロジー （ 流動 学 ） に 関 す る 研究」 を
そ し ゃ く

主 と して 行 い， 米飯の 岨鴫 に伴 う 挙動 を 調理の 立場 か

ら 力 学的 に 解 明 し 「 食 品の レ オ ロ ジ ー」 に 関す る 一連

の 研究論文 を 多数発表 され ま し た 。

こ れ らの 「 米 飯の レ オ ロジー」 に 関す る 研 究論文 は ，

学会に お いて も 認め ら れ， レ オ ロ ジ ー を 用 い た 食 品の

物性解明の 新方 法 と して 日 本家政学会賞 を受け ， 更 に
i毎 外に も 紹介 さ れ る等 ， その 成果 は 高 〈 評価 され ま し

た 。

名 誉教授

池田正夫

早稲 田大学理工学部

応用 金属学科卒業

工学博士
滋綴持主

昭和26年 4月 富 山 大学助 手 （ 工学部 ） ， 同 29年 4 月

間助教授， 同45年10月 同 教授 と な り ， 35年の 永 き に わ

た り ， 終始熱心 に 学 生の 教育 ・ 指導 に 専 念 さ れ， 工業

技術者， 教育研究者等 多 数の 人 材育成 に 貢献 され ま し

た 。
この 間， 昭和36年 7 月 か ら 2 年 間 富 山 大学 附 属 図 書

館工学部分館長 と して ， 図 書の 整備充実 に 尽力 し ， 工

学部の 発展 に 大 き く 寄与 され ま し た 。

一方， 研 究 面 で は， 発 生 ガ ス 分析法， 定電位解析法

の 組合せに よ る 省 エ ネ ル ギ一的微小試 料によ る 炭素 熱

還元法 を 確立 し ， マ ン ガ ン 酸化 物， ニ ッ ケ ル フ ェ ラ イ
ト 及び コ ノ 〈ル ト フ ェ ラ イ トの 反 応 に 応 用 して い る 。 ま

た ， マ ン ガ ン 酷素 系， マ ン h＂ ン 鉄固ま素 系， ニ ッ ケ ル鉄

固ま素 系及び コ バ ル ト 鉄醍素 系の 化 合物の 水素 ・ 二階化

炭 素 混 合 ガ ス に よ る 還 元平衡の 測 定の 研究 を 行 って 多

くの 業績 を挙 げ， こ れ らの 成果 は ， 学会誌掲載論文26

編 に 及 ん でいま す 。

ま た ， 日 本金属学会評議 員 ， 日 本鉄鋼協 会評議 員 を

歴任 され る等 学会の 発展 に 寄与 され ま し た 。

弓t市BA
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海 外 渡 航 者

渡 航 の 種 類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ワ 期 間

第 1 回 ア ジ ア 熱物性会議 出 席 6 1 . 4 .  20 
工 学 部 教 授 井村 定 久 中 華 人民共和 国 研究発表。 熱物性 に 関す る 研

究 資料の収集 と 調査 6 1 . 5 .  1 

外 国 出 張 II 助 教授 竹 越 栄俊 II II II 

第 1 回 ア ジ ア 熱物性 会議 に 出 6 1 . 4 .  20 
II 助 手 平j峯 良 男 II 

席研究発表 6 1 . 4 .  25 

ア メ リ カ 合衆 国 カ ナ ダに お け る リ ス ク ， マ ネ 6 1 . 4 .  8 
経済学部 助 教授 武井 勲 ジ メ ン ト 及 び保険学会 に 出席

カ ナ ダ と そ の 関連調査 ・ 研究 61 . 4 .  20 
研 修 旅 行

グ 中 生代 と 新生代 の プ レ ー ト 61 . 4 .  21  
教育学部 E力 手 丸 山 茂徳 ア メ リ カ 合衆 国 テ ク ト ン ク ス の ｛夏元ゲ シ ン ポ

ジ ウ ム に 参加 ・ 講 演 61 . 5 .  4 

職 員 消 息

〈新任者住所〉

経済学部

助 手 柳 川 洋一
（ 比較経済論）

教 養 部

教務補佐 員 中 島 満雅
（化 学 ）

助 手 長 久 良一
（ 応用 経済学 ）

〈住所変更〉

教育学部

文
（ 学

部
務
事

係
務

）
官 林 秀一

教 諭 藤嶋 桂子

教
（ 数

養
学
部

） 
佐藤末知子

工 学 部

文部事務官 藤 田
（学務係 ）

士口

。。
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主 要 行 事

4 月 2 日 予算委 員 会
本 部 ｜ 9 日 教務委員会，

教授会，
4 月 4 日 東海， 北陸地 区 国 立大学長会議 （ 臨 時 ） 人事教授会，

（ 於 ： 名 古屋大学 ） 人文科学研究科委員 会
10 日 昭和61年度富 山 大 学 （ 学部， 専攻科， 大学 1 1 日 入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断

院研究科 ） 入学式 （ 於 ： 富 山 市 公会堂 ） 人文科学研究科 入学志願者調査書審査
第 4 回学長選 考 基 準検討委員 会 14 日 前学期授業開始

10～ 14 日 新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 15 日 人文科学研究科入学者選抜試験
新 入生健康診断 16 日 人文科学研究科委員 会

14 日 庶務係長会議 17 日 人文科学研究科委員 会
15 日 第 l 回 入学者選抜方法研究委 員 会 19 B 人文科学研究科合格者発表
16 日 営繕工事要求説明 （ 於 ： 文部 省 ） 入学者選 抜 方 法検討 委 員 会
17 日 厚生補導関 係事業計画等説明 2 1 ～ 25 日 人文科学研究科 入学手続期 間

（ 於 ： 文部 省 ） 21 日 将来計画委 員 会
18 日 第 1 回大学院委 員 会 22 日 職業補 導 委 員 会

第 l 回 評議会 23 日 教務委員 会，
22 日 第 l 回授業料等減免選考委員 会 教授会，

第 I 回補導協議会 人事教授会
22 ～ 23 日 第69 回 東海， 北陸地区 国立学校等会計部課 人 文科学研究科委員 会

長会議 （ 於 ： 福井大学） 25 日 事務連絡会
23 日 定期健康診断 （ 工学部 ） 26 日 大学院関係打合せ会
24 日 富 山 大学名 誉教授称号授 与 式 28 日 人 文科学研究 科 入学式

第43 回 東海， 北陸地 区 国 立大学等施設部課 人文科学研究科入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

長会議 （ 於 ： 金沢大学 ） 30 日 人文科学研究科委員 会
第 l 回学 園 ニ ュ ー ス 編 集委員 会 就職 に 関す る オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

25 日 部課長 会議 補導委 員 会
第 l 回事務協議会 入学者選抜方法検討委員 会

第 1 回低j孟液化室運営委員 会

第 1 回 入学試 験管理委員 会

第 2 回 入学者選抜方法研究 委 員 会 ｜ 教 育 学 部
28 日 昭和61年度富 山 大学大学院 人 文科学研究科

入学式 4 月 7 日 授業開始

30 日 会計係 長 会議 附属小学校， 附属幼 稚 園 第 一学期始業式
8 日 附属小学校 入学式

人 文 学 部 ｜ 附 属 中 学校， 附属養護学校 第一学期始業式
9 日 附属 中 学校， 附属養護学校入学式

学部補導 委 員 会

- 1 9 一
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教務， 補導合同 委員 会

学部教務委員 会

教授会

人事教授会

10 日 附属幼稚 園 入 園 式

1 1 日 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 ぴ健康診断

14～ 15 日 昭和61年度春季北陸地 区教員 養 成学部事務

協議会 （ 於 ： 信州大学）
16 日 教育学部 自 然観察実習 セ ン タ 一委 員 会
23 日 予算委員 会
30 日 学部補導委員 会

学 部 入学者選抜 方 法検討委員 会

経 済 学 部

4 月 9 B 授業開始

学部教務委員 会

教授会
10 日 「 夜 間主 コ ー ス 」 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ

一〆

1 1 日 「昼間主 コ ー ス 」 新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ

ン 及 び新 入生健康診断

14 日 学部将 来構想検討 委 員 会
18 日 助 手室 業務運営委員 会
21 日 論集委 員 会

日 本海経済研究 所運営委員 会
23 日 学部教務委員 会

教授会
28 日 学部補導委員 会

30 日 学部職業補導 委 員 会

E里 学
配－

4 月 7 日 学科主任会議
9 日 教授会

理学研究科委 員 会

1 1 日 入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断
1 4 日 前学期授業開始

16～ 18 日 素粒子物理 国 際 会議 （ 於 ： 富 山 県 民会 館 ）
25 日 補導委員 会， 事務連絡会
28 日 教育実習委員 会

報 第270号

学 部

4 月 8 日 学部教務 委 員 会

9 日 教授会

工学研究科委 員 会

専 任教授 会
11 日 入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断

14 日 前学期授業開始
16 日 学部補導委員 会
23 日 学部改革検討 委 員 会

学生定期健康診断
28 日 学部補導委員 会

教 養

4 月 8 日 教務委員 会

補導委 員 会

人事教授会

教授会
10 日 教養部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

1 1 日 前学期授業開始

夜 間主 コ ー ス 前学期授業開始
16 日 予算委員 会

図 書委員 会

将 来計画委 員 会
23 日 施設整備委員 会

紀要委 員 会
30 日 教務委員 会

｜ 附 属 図 書 館 ｜
4 月 7 日 係長事務打合せ会

12 日 電算化 ワ ー キ ン グ グルー プ と 富 士通 S E と

の 打合せ
18 日 電算化 ワ ー キ ン グ グ ルー プ と 富士通 S E と

の 打合せ
2 1 日 係 長事務打合せ 会

2 5 ～ 26 日 第36回北信越地区 国立大学図 書館協議会

（ 於 ： 金沢大学 附属 図 書館 ）

20 -
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｜ 保 健 管理セ ン タ ー ｜ 経営短期大学部 ｜
4 月 10 日 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

1 1 日 新 入生健康診断
4 月 1 1 日 前学期授業開始

1 7 日 教授会

23 日 定期健康診断 （ 工学 部 ）

ト リ チ ウム科学セ ン タ ー

4 月 24 日 ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー研究専 門 委員 会

30 日 R I 特別 健康診断 （ 於 ： 市 民病 院 ）

＠ 退斤 ， 退室の際 に は ， 戸締 り の徹底 ・ 電気， ガ ス

の消 し 忘 れ， タバ コ の吸般の後始末 に 十分注意 し ，

盗難の防止 ・ 火 災の予防 に心がけ ま し ょ う ．グ

＠ 電気， ガ ス ， 水の省 エ ネ ・ 省資源 に協力 し ま し ょ

う グ

＠ 構 内 での 自 動 車等の運転 は， 教育 ・ 研究 に 支障を

来 さ な い よ う 安全運転 に努め定め ら れ た 交通方法，

歩行者の安全漫 び騒音防止 に努め ま し ょ う ．グ

第270号

墨
- 21 -
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資 料

昭和6 1 年度入学者数
・ 学 部

募 集 入 ぶ寸且ー． 者 内 訳
人 員

入学者数
男 女 県 内 県 外 現 役 浪 人 犬学検荒

人 文 学 科 95 95 24 7 1  60(52) 35(19) 81(64) 14(7) 。
人

三ロ五口 ムナ主ん 文 ：主子主4 科 95 95 16 79 59(57) 36(22) 82(71) 13(8) 。
文

計 163(135) 1 90 1 90 40 150 1 19(1凹） 71(41) 27(15) 。

小 学 校 教 員 養 成 課 程 140 139 35 1 04 1 21(92) 18(12) 126(97) 1 3(7)  。
教

中 学 校 教 員 養 成 課 程 38(28) 12( 1 )  50 50 21  29  39(26) 1 1(3) 。

養護学校教 員 養成課程 20 21  2 1 9  1 2(12) 9(7) 18(17) 3(2) 。

幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 30 30 1 29 24(23) 6(6) 25(25) 5(4) 。
育

計 1 96(153) 44(28) 20706� 33(14) 240 240 59 181  。
経 済 学 科 144 1 44 1 25 1 9  84(1 5) 60(4) 97(17) 47(2) 。

昼 間 主 経 営 学 科 1 24 124 92 32 6 1(23) 63(9) 10CX31) 24( 1 )  。
生;rJ-三

経営法学科コ ー ス 1 02 102 83 19  48(1 5) 54(4) 66(17) 36(2) 。

言十 370 370 300 70 1 9 3(53) 1 77(17) 263(65) 107(5) 。

経 済 学 科 20 20 1 6  4 1 6(4) 4(0) 9(2) 1 1(2) 。
夜 間主 経 営 学 科 20 20 12 8 18(8) 2(0) 5(2) 1 5(6) 。

済
経営法学科コ ー ス 20 20 16  4 1 3(3) 7( 1 )  10(2) 10(2) 。

計 60 60 44 16  47(15) 1 3( 1 )  24(6) 36(10) 。
数 寸会uー． 科 43 43 27 1 6  29(12) 1 4(4) 36(16) 7(0) 。

35 34 31 3 1 4(2) 20( 1 )  23(3) 1 1(0) 1 
物 理 学 科 47 

12  13  12  1 3(0) 1 0( 1 )  5 ( 1 )  8(0) 1 

理 化 寸ぷ比ー． 科 43 43 23 20 25(14) 1 8(6) 31 (1 5) 1 2(5) 。
生 物 学 科 35 35 28 7 4(0) 3 1( 7) 20(3) 1 5(4) 。
t也 E求 科 A寸，，ー与 科 32 32 28 4 6 (0) 26(4) 1 5(2 ) 1 7(2) 。

計 200 200 149 5 1  80(28) 120(23) 130(40) 70(1 1) 2 

電 たj\ 工 寸品ゐー 科 53 53 52 1 26( 1 )  27(0) 40( 1 )  1 3(0) 。
工 業 fじ ぶ寸且ー． 科 48 48 44 4 18(2) 30(2) 32(4)  16(0) 。
金 属 工 寸A主ιー 科 43 43 43 。 18(0) 25(0) 33(0) 1 0(0) 。
機 械 工 学 科 53 53 53 。 24(0) 29(0) 42(0) 1 1(0) 。

工
生 産 機 械 工 学 科 43 43 43 。 1 1(0) 32(0) 33(0) 1 0(0) 。
化 子：会主，＿ 工 寸＂＂： 科 43 43 39 4 22(4) 2 1(0) 29(4) 1 4(0) 。
電 子 工 岸寸主主ー． 干キ 43 43 43 。 24(0) 19(0) 32(0) 1 1(0) 。

計 326 326 317  9 1 43(7) 183(2) 241(9)  85(0) 。
I口>... 言十 1 , 386 1 , 386 909 477 7 78$65 60801� 1 , 028(422) 358(55) 2 

注 ： （ ） 内 は 女 子 で 内 数 で あ る 。
2 経済学部 「夜 間 主 コ ー ス 」 入学者 の 浪 人の欄に は 社 会 人 入学者 を 含む 。 、
3 理学部 「物理学科」 下 段 は 2 次 募 集
4 私費 外国 人留学生 は工学部重子工学科に l 名 （ 男 子 ） 入学 し て い ま す が， 本表か ら は 除 い て あ り ま す 。

つん9u
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－ 大学 院

入 己寸z」． 者 内 訳
区 分 募集 人 員 入学者数

男 女 県 内 県 外 現 役 浪 人

研 人 日 本 ・ 東洋文化専攻 5 ※ 1  6 ※ 1  6 。 3(0) 3(0) 5( 0) 1(0) 

科
ゲ光ロ文

科
学
西 洋 文 化 専 攻 5 1 1 。 〔XO) 1(0) 1 (0) O(O) 

言十 10 ※ l  7 ※ 1  7 。 3(0) 4(0) ぽ0) 1(0) 

数 学 専 攻 8 3 3 。 1(0) 引0) 3(0) 0(0) 

理 物 理 学 専 攻 8 6 6 。 4(0) 2(0) 6(0) O(O) 
学ー 化 十A主ん 専 攻 10 5 5 。 1(0) 4(0) 5(0) O(O) 
研 生 物 学 専 攻 8 6 4 2 2( 1 )  4( 1 )  6(2) 0(0) 

'9i, コ 地 球 科 学 専 攻 8 6 6 。 2(0) 4(0) 6(0) 0(0) 

科 言十 42 26 24 2 10( 1 )  1 6( 1 )  26(2) O(O) 
電 気 工 学 専 攻 10 ※ l  7 ※ 1  7 。 2(0) 日0) 7(0) 0(0) 

工 業 化 学 専 攻 1 0  9 9 
工

。 8(0) 1(0) 9(0) 0(0) 

金 属 工 学 専 攻 8 ※ l  9 ※ 1  9 。 6(0) 3(0) 9(0) 0(0) 主寸主£ー． 
機 械 工 学 専 攻 1 0  ※ 1  1 ※ l 1 。 1(0) O(O) 1(0) 0(0) 

研
生 産 機 械 工 学 専 攻 8 5 5 。 2(0) 3(0) 5(0) O(O) 

fE 
化 学 工 学 専 攻 8 5 5 。 3(0) 2(0) 5(0) O(O) 

科
電 子 工 学 専 攻 8 12  12  。 7(0) 5(0) 1 1(0) 0(0) 

百十 62 ※ 3  48 ※ 3  48 。 29(0) 1 9(0) 47(0) 0(0) 

A 口 計 ※ 4  81 ※ 4  79 2 42( 1 )  39( 1 )  79(2) 2(0) 

（ 注 ） （ ）内 数字 は 女子 で内 数 を 示す 。
※ は 外国 人留 学生 で 外数 を 示す 。

－ 専攻科

入学者数
入 寸品主2ー与 者 内 訳

区 分 募集 人 員
県 内 現 役 j良男 女 県 外 人

教 育 専 工父 科 5 3 1 2 2(2) 1 (0) 3(2) O(O) 
経 済 学 専 攻 科 1 0  1 。 1(0) 0(0) 1(0) O(O) 

5十 1 5  4 2 2 3(2) 1 (0) 4 O(O) 

（ 注 ） （ ） 内数字は女子で 内 数 を 示す 。
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昭和61年 5 月 1 日 発行
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学 報 第270号

入学 総 1 年 次 2 年 次 Z口'- 5十
区 分

女定 員 定 員 男 女 日十 男 計 男 女 計
人文科学研究科 10 20 ※ 8  8 8 8 

理 学 研 究 科 42 84 24 2 26 1 9  1 20 43 3 46 

工 学 研 究 科 62 1 24 え 51 5 1  50 2 52  1 01 2 103 

言十 1 14 228 83 2 85 69 3 72 1 52 5 157 
（ 注 ） ※ は 私費 外 国 人留学生 1 名 を 含む 。

ム 中 国政府派遣留学生 1 名 を 含む 。

A 国 費 外国 人留学生 l 名 を 含 む 。

－ 専攻科

区 分 入学定 員 男 女 計
文 学 専 攻 科 1 1 

教 育 専 攻 科 5 1 2 3 

経済学専攻科 10 1 1 

計 15  3 2 5 

－ 経営短期大学部

入学 車色 1 年 次 2 年 次 3 年 次 ムロ、 計
区 分 r疋i唱 貝区ヨ 男 言十定 員 女 計 男 女 計 男 女 男 女 五十

経営 経 営 管 理 専 攻 1 20 32 12 44 38 14  52  70 26 96 

学科 経営 ・ 法律専攻 80 1 1  7 18 26 10 36 37 17 54 

計 200 43 19 62 64 24 88 107 43 1 50 

昭和6 1 年度聴講生， 研究生数
（ 昭和61 年 5 月 1 日 現在 ）

聴 講 生 講 生 研 句Y六L三 生
区 分

言十 計男 女 男 女
人 文 学 部 2 4 6 1 2 3 

教 育 学 部 5 6 1 1  

経 済 学 部 1 

理 学 部 1 1 3 3 

工 学 部 3 3 4 4 

教 養 部

5十 1 1  1 1  22 8 2 10 

学部卒以上 10 10 20 8 2 10 

上 記 以 外 1 1 2 

計 1 1  1 1  22 8 2 10 
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